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秋の叙勲　２

香南市まち・ひと・しごと創生総合戦略(案)策定　４～５

高知県功労者表彰　９

市職員の給与状況　１８～１９

香美・香南市小学校陸上記録会　２４～２５

第２０回山北みかん健康マラソン大会　２６

▲ 今月の表紙【第２０回香南市山北みかん健康マラソン大会】▲ 今月の表紙【第２０回香南市山北みかん健康マラソン大会】

　　１１月１日(日)に開催された第２０回香南市山北みかん健康マ
ラソン大会。今回で終了となりましたがフィナーレを飾るにふ
さわしい賑わいをみせていました。　【関連記事…２６ページ】

　　１１月１日(日)に開催された第２０回香南市山北みかん健康マ
ラソン大会。今回で終了となりましたがフィナーレを飾るにふ
さわしい賑わいをみせていました。　【関連記事…２６ページ】

香南市プレミア
ム付商品券の

有効期限は12月3
1日（木）！
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社会保障・税番号制度

■関連記事…17ページ

総務課　☎57-8500

いよいよ１月から
マイナンバー使用開始！
いよいよ１月から
マイナンバー使用開始！
いよいよ１月から
マイナンバー使用開始！

■１点で確認するもの
運転免許証、パスポート、身体障害

者手帳など

■２点以上で確認するもの
健康保険証、介護保険証、医療受給

者証、年金手帳など

重要なお知らせ

●国民健康保険に関する各種申請、届け出

●後期高齢者医療に関する各種申請

●介護保険に関する各種申請

●生活保護に関する各種申請

●障害者(児)に関する各種申請

●児童扶養手当、児童手当に関する各種申請、届け出

●保育所・幼稚園に関する各種申請、届け出

●地方税に関する各種申告、申請

●市営住宅に関する各種申告、申請

マイナンバーってどんな時に使うの？

本人確認用書類

配達時に不在などで受け取ることができな
かった世帯の通知カードは、市役所でお預
かりしています。

お手数をおかけしますが、市民保険課窓口(本庁１階)へ受け
取りにお越しください。

■世帯主本人でなくとも、ご家族の方でも受け取れます。

▽同一世帯のご家族が受け取る場合
※窓口へ来られた方の本人確認用書類と印鑑が必要です

▽同一世帯ではないご家族の方などに受け取りを依頼する場合
委任状(要押印)、委任する方の本人確認用書類、受け取りに来られる

方の本人確認用書類、印鑑

■入院などで送付先変更を希望する方は、居所情報を登録してください。

マイナンバーを使った手続きには「個
人番号の確認」と「本人確認」が必要
です。ご協力をお願いします。
■確認方法
①通知カードと本人確認用書類(右記)
(通知カードがお手元にない方は、個人番号が記載された

住民票で代用できます)

②個人番号カード
(個人番号と本人確認が１枚でできます)

　　市役所では平成28年１月か
ら主に右のようなことにマイ
ナンバーを使用します。(広
報誌作成時点の予定であり、
今後増えることもあります)

　　また、他にも社会保障や税
の手続きのため、お勤め先な
どへ提出が必要となる場合が
あります。

市役所でマイナンバーを使用する主な手続き一覧

す。

記)
番号が記載されたされ

す)す)

＋

☎ 0 5 7 0 - 0 5 6 - 5 7 4香南市マイナンバー
コールセンター

通知カード通知カード通知カード 免許証など免許証など免許証など

個人番号カード個人番号カード個人番号カード

住基カードの交付申請は12月14
日(月)までに！(個人認証サービス電子証
明書は12月22日(火)まで)

マイナンバー制度開始に伴い、
住基カードの発行と個人認証
サービス電子証明書の交付が
終了します。必要な方は期限までに市民保険課
で手続きをしてください。

■申請期限を過ぎると、再交付および内容変更もできま
せん。

■現在お使いのものは、内容変更がない限り、有効期限
まで利用できます。

市民保険課(☎57-8506)

証サ ス電子証

までに市民保険課
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叙
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秋
の
秋
の

　

11
月
３
日「
文
化
の
日
」に
、秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
令
さ
れ
、香
南

市
か
ら
は
猪
原
陸
さ
ん（
香
我
美
町
）が
旭
日
双
光
章
を
、別
役
茂
子

さ
ん（
香
我
美
町
）が
瑞
宝
双
光
章
、福
田
進
一
さ
ん（
野
市
町
）が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　　

昭
和
６２
年
に
香
我
美
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、香
我
美
町

議
会
議
員
・
香
南
市
議
会
議
員
と
し
て
２６
年
余
り
の
長
き
に
わ

た
り
、議
会
の
円
滑
な
運
営
や
、女
性
の
立
場
か
ら
の
提
言
を
行

う
な
ど
、市
政
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　　

議
員
在
職
中
は
核
家
族
化
や
地
域
力
の
低
下
な
ど
、社
会
状

況
の
変
化
か
ら
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
問
題
に
対
し
積
極
的

に
提
言
を
行
い
、保
幼
小
中
連
携
教
育
構
想
の
策
定
に
向
け
て

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
青
少
年
の
育
成
に
も
取
り
組
ま

れ
、香
我
美
町
体
育
協
会
の
副
会
長
、顧
問
と
し
て
２４
年
の
長
き

に
わ
た
り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　　

昭
和
４７
年
４
月
、高
知
県
公
立
学
校
教
員
に
採
用
後
、教
諭
、

教
頭
と
実
績
を
積
ま
れ
、平
成
１０
年
４
月
に
大
栃
中
学
校
長
に

就
任
。そ
の
後
、平
成
１８
年
３
月
に
香
我
美
中
学
校
長
を
定
年
で

退
職
す
る
ま
で
の
３８
年
間
、た
ゆ
ま
な
い
情
熱
と
不
断
の
努
力
に

よ
っ
て
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
優
れ
た
教
育
活
動
に
携

わ
り
、強
い
責
任
感
と
使
命
感
を
も
っ
て
職
務
の
遂
行
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、中
学
校
長
退
職
後
も
、保
護
司
や
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
、そ
の
豊
富
な
経
験
と
実
績
を
も
と
に
青
少
年
の
健
全
育

成
や
、広
く
地
域
住
民
の
た
め
に
献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　　

昭
和
４３
年
５
月
か
ら
の
４４
年
余
り
、野
市
町
消
防
団
団
員
と

し
て
務
め
ら
れ
、幾
多
の
火
災
、風
水
害
に
率
先
出
動
し
、敏
速

確
実
な
指
導
で
災
害
を
最
小
限
に
留
め
ら
れ
ま
し
た
。

　　

平
成
１６
年
１
月
１
日
の
、わ
ず
か
２
時
間
の
間
に
５
件
の
神
社

が
全
焼
す
る
、過
去
に
な
い
連
続
放
火
が
発
生
し
た
時
に
は
、副

団
長
と
し
て
出
動
。各
分
団
長
に
的
確
な
消
火
と
管
内
警
備
の

指
示
を
お
こ
な
い
、そ
の
後
の
放
火
を
防
ぐ
こ
と
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　　

ま
た
、台
風
常
襲
県
と
し
て
各
種
水
防
工
法
の
実
施
訓
練
な

ど
創
意
工
夫
を
図
り
、高
度
化
す
る
消
防
資
機
材
に
対
応
で
き

る
団
員
の
育
成
に
励
ま
れ
ま
し
た
。
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まち・ひと・しごと創生総合戦略
次
世
代
を
担
う
若
者
へ

安
心
し
て
暮
ら
し
、働
け
る
香
南
市
を

次
世
代
を
担
う
若
者
へ

安
心
し
て
暮
ら
し
、働
け
る
香
南
市
を

魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
を
振
興
し
、

安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
。

■
産
業
振
興
な
ど「
地
力
」を
強
化
し
ま
す
。

■「
新
た
な
産
業
づ
く
り
」へ
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
。

■「
分
野
を
超
え
た
産
業
間
の
連
携
」を
強

化
し
ま
す
。

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
。

■「
移
住
・
定
住
促
進
」の
し
く
み
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
。

■
人
生
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

■
子
ど
も
、子
育
て
支
援
・
環
境
が
充
実

す
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

時
代
に
合
っ
た
地
域
と
連
携
基

盤
を
つ
く
り
、安
心
な
く
ら
し

を
ま
も
る
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

２

３４

※

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は
〜

計
画
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、①
Ｐ

ｌ
ａ
ｎ
（
計
画
）・　
②
Ｄ
ｏ
（
実
行
）・

③
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ（
評
価
）・　
④
Ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
（
改
善
）と
い
う
観
点
か
ら
管

理
し
て
い
く
手
法
で
す
。 

企画財政課　☎57-8502

■
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
ま
た
は
左
記
閲
覧
場
所

に
あ
る
意
見
募
集
用
紙
に
記
入
し
、12
月
21
日（
月
）

（
必
着
）ま
で
に
企
画
財
政
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・ 

郵
送…

〒
781-

５
２
９
２　

　
　
　
　

香
南
市
野
市
町
西
野
２
７
０
６
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Ｅ
メ
ー
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kikakuzaisei@
city.kochi-konan.lg.jp

 

・ 

持
参（
企
画
財
政
課
・
支
所
窓
口
）

■
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、個
人
情
報
を
除
き
、

公
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■「
総
合
戦
略｣

の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、閲
覧
場
所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
室（
土
日
祝

も
閲
覧
可
）、企
画
財
政
課
、各
支
所（
香
我
美
、

夜
須
、赤
岡
、吉
川
）

「
香
南
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

  

創
生
総
合
戦
略（
案
）」策
定

４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

他
の
計
画
と
複
合
的
に
、そ

し
て
確
実
に

　

そ
れ
で
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

総
合
戦
略
に
お
い
て
、今
後
５

年
間
の
基
本
的
な
目
標
と
方
向
性

を
下
記
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、効
果
的
に
目
標
を
達
成

す
る
た
め
、現
在
取
り
組
ん
で
い

る「
香
南
市
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」や「
香
南
市
産
業
振

興
計
画
」、「
人
生
支
援
計
画
」な

ど
の
既
存
の
計
画
と
連
携
し
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、具
体
的
な
施
策
に
は
そ

れ
ぞ
れ
指
標
を
設
定
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル※

を
活
用
し
、的
確
に

目
標
を
達
成
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、取
り
組
み
状
況
の
検
証

を
行
い
、必
要
な
対
策
の
追
加
や

見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

１

、住民基本台帳

４つの基本目標と基本的方向

香
南
市
の
人
口
が
45
年
で

1
万
人
も
減
る
？

　

合
併
し
て
10
年
に
な
る
香
南

市
。高
知
市
ま
で
の
通
勤
圏
で
あ

る
利
便
性
の
良
さ
や
、自
衛
隊
誘

致
な
ど
に
よ
り
、２
０
１
０
年
の

国
勢
調
査
で
は
県
内
に
お
い
て
、

高
知
市
以
外
で
唯
一
人
口
が
増

加
し
た
ま
ち
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、転
入
転
出
者
数
で
示

さ
れ
る「
社
会
増
減
」で
は
、近
年

ほ
ぼ
同
程
度
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
が
、昨
年
度
は
転
出
者
が
多

く
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、出
生
よ
り
死
亡
者
数
の
方
が

多
い「
人
口
の
自
然
減
」の
状
況

は
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
人
口
が
約
３
万
４
，０

０
０
人
。も
し
何
も
対
策
を
と
ら

ず
、こ
の
状
態
が
続
け
ば
２
０
６

０
年（
45
年
後
）に
は
人
口
が
２

万
３
，２
０
０
人
ま
で
減
少
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
口
減
少
が
進
む
と
、将
来
に

向
け
て
社
会
的
に
も
経
済
的
に

も
、マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
、生
活
水
準
と
と
も
に
、市
の

活
力
自
体
が
維
持
で
き
な
く
な

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で

人
口
減
を
ス
ト
ッ
プ
！

　

そ
こ
で
、人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
、さ
ま

ざ
ま
な
施
策
と
取
り
組
み
を「
香

南
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
（
以
下
、「
総
合
戦

略
」）」と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

自
然
減
の
縮
小
や
社
会
増
に
向

け
た
移
住
施
策
な
ど
一
連
の
施

策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、２
０

６
０
年
の
総
人
口
の
将
来
展
望

の
見
通
し
に
つ
い
て
、約
３
万
人

を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

今
か
ら
未
来
に
向
け
て
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
す
。

　

総
合
戦
略
で
は
キ
ー
ワ
ー
ド

を「
産
業
振
興
・
移
住
促
進
・
人

生
支
援
・
地
域
づ
く
り
」と
し
、さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
い
、活
力
あ

る
未
来
の
基
盤
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。

　

今
の
私
た
ち
の
生
活
環
境
づ

く
り
と
併
せ
て
、未
来
の
香
南
市

で
生
活
し
発
展
を
担
う
若
い
世

代
の
た
め
に
、私
た
ち
が
動
き
出

す
時
な
の
で
す
。

ま
ち
の
将
来
人
口  

＝
香
南
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
＝

れ
る
産
業
を
振
興
し
、

れ
る
産

れ
る
産
業
を

れ

域
と
連
携
基

っ
た
地
域
地
域

※出典）国立社会保障・人口問題研究所(社人研)

施策あり

施策なし

308313

283

232

338

2040
H52

2060
H72

香香南市の総人口の見通し
346
(百人)

自然減の縮小
や社会増に向
けた一連の施
策により、持続
的な人口構造
へ転換させる。

※合計特殊出生率とは
人口統計上の指標で、一人の
女性が一生に産む子どもの平
均数を指します。

市が実施した結婚・出産・子育
てに関する市民意向調査結果
が、高知県の調査結果と類似
傾向にあることから、県と同様
に合計特殊出生率が段階的
に上昇することを目指します。

　　ボクたちが大人に

なった時、「いいまちだよ」

　 って言えますように！

　　ボクたちが大人に

なった時、「いいまちだよ」

　 って言えますように！

　　ボクたちが大人に

なった時、「いいまちだよ」

　 って言えますように！

　　ボクたちが大人に

なった時、「いいまちだよ」

　 って言えますように！

　　ボクたちが大人にボクたちが大人にボクたちが大人にボクたちが大人にボクたちが大人にボクたちが大人にボクたちが大人に

なった時、「いいまちだよ」なった時、「いいまちだなった時、「いいまちだなった時、「いいまちだなった時、「いいまちだなった時、「いいまちだなった時、「いいまちだなった時、「いいまちだよ」なった時、「いいまちだよ」なった時、「いいまちだよ」なった時、「いいまちだよ」

って言えますように！って言 すように！って言 すように！って言 すように！って言 すように！って言 すように！って言 すように！　 って言えま言え言え言え言え言え言えって言えますように！って言えますように！って言えますように！って言えますように！

　
「
総
合
戦
略
」は
、

将
来
私
た
ち
の
子
ど
も
や

孫
た
ち
の
世
代
が
生
活
し
て
い
く

と
き
、活
力
あ
る
香
南
市
で
あ
る
た
め

に「
ま
ち
の
未
来
を
描
く
計
画
」で
す
。　

　

だ
か
ら
こ
そ
、行
政
だ
け
で
な
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
き
、一
緒
に
つ
く
り
あ
げ
て
実
行
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
、今
こ
そ
と
も
に
手
を
取
り
、次
世
代

に「
良
い
香
南
市
」を
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

香
南
市
長　

清
藤
真
司

人
生
支
援

人
生
支
援

人
生
支
援

産
業
振
興

産
業
振
興

産
業
振
興

地
域
づ
く
り

地
域
づ
く
り

地
域
づ
く
り

移
住
促
進

移
住
促
進

移
住
促
進

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略（
案
）へ
の

ご
意
見
・
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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役員(16人)
自主防災組織
子ども会
健康推進員
町内会長２人

まちづくり
自治会活動を
紹介します。

●●

第７地区まちづくり自治会は、10月末
で人口256人（102世帯）の地域で、
２つの町内会が一つになりました。
自治会設立は平成20年。

団地公園で夏祭り（８月） 団地内を火の用心。防災活動（年末）集会所でクリスマス会（12月）

自治会の構成

お問い合わせ
地域支援課
☎57-8503

★地区担当職員（12人）

第７地区まちづくり自治会（菖蒲谷・行間団地）

まちづくり

No11

▲夢長屋ロゴＴシャツ

　　平成８年春、町営住宅「菖蒲谷団地」が誕生し、近所づきあい

もないような地域にだけはしたくないという思いから「みんなで楽

しもう、共通した目的を探そう」と入居者で話し合いました。そこ

で出た案のひとつが、子どもの頃、親に連れられて行ったことが

忘れられない「夏祭り」。満場一致で開催が決まり、その年からは

や２０年続いています。

　　その間、近所の子どもはみな自分の子といったつきあいを大

切にしながら、数年後には役員会に子ども２人を加えたり、会議

での案は基本的に反対しないといった尊重性も高まりました。　また、地域には必ず「得意技」

を持った人たちがいるもので、物作りが得意な人、機械や電気に詳しい人、デザインや料理

が得意な人などが積極的に子どもにも体験させ、また常にどうすれば実現するのかを教え

たり子ども中心の会議を行ったりすることで、大人も自覚と責任を

持ち、老若男女問わずお互いに気持ちを通い合わせています。

　　そんな中で、昔のような長屋感覚に等しい団地のつきあい方を

表したいねとの声から「夢長屋」という団地の愛称が生まれまし

た。運動会や祭りなどには子どもも大人も好きな色を着て目立て

るロゴＴシャツなどを作ったり、キャンプや小旅行、クリスマス会、年

末警戒など子どもを主役に活動しています。

　　今後、お隣の行間団地との連携、世代交代などの課題もありま

すが、向こう三軒両隣の精神で誰もが声を掛け合うスタイルで、

元気な地域であってほしいと願っています。また、老いても若い人

を支えていきながら見守っていきたい、それが「ゆめながや」です。

　　自治会活動といえば一見お堅いイメージに思えますが「こんなことしたい」って声に出して

みれば始まる紙芝居のようなもの。そうやって始まったのが菖蒲谷団地の自治会活動です。

８
月
〜
11
月
の
動
き

8
・
1(

土)

東
石
家

　　　　　　　　

自
治
会
準
備
会（
野
）

8
・
2(

日)

宇
賀
地
区

　　　　　　　　

自
治
会
説
明
会（
野
）

8
・
5(

水)

香
我
美
町
ま
ち
づ
く
り

　　　　　　　　

評
議
会

8
・
30(

日)

中
町
地
区

　　　　　　　　

自
治
会
説
明
会（
野
）

9
・
9(

水)

香
南
市
ま
ち
づ
く
り

　　　　　　　　

評
議
会

9
・
12(

土)

中
組
地
区

　　　　　　　　

自
治
会
説
明
会（
野
）

9
・
13(

日)

東
石
屋
ま
ち
づ
く
り

東
石
屋
ま
ち
づ
く
り

　　　　　　

　　　　　　　　

自
治
会
結

自
治
会
結
成　　
（
野
）

　　
（
野
）

9
・
29(

火)

土
居
地
区

　　　　　　　　

自
治
会
説
明
会（
野
）

10
・
13(

火)

江
見
地
区

　　　　　　　　

自
治
会
説
明
会（
赤
）

10
・
17(

土)

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
・
27(

火)

土
居
地
区

　　　　　　　　

自
治
会
準
備
会（
野
）

11
・
5(

木)

江
見
地
区

　　　　　　　　

自
治
会
準
備
会（
赤
）

11
・
11(

水)

香
南
市
ま
ち
づ
く
り

　　　　　　　　

評
議
会　

11
・
26(

木)

弁
天
・
横
町

弁
天
・
横
町

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
ま
ち
づ
く
り
自
治
会

地
区
ま
ち
づ
く
り
自
治
会

　　　　　　　　

結
成　　　

　　　　　　　　

結
成　　　(

赤
）
赤
）

　　　　　　　　

明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

説

祝

祝

第

　

も

し

で

忘

や

　

切

会長 塩井政利さん会長 塩井政利さん会長 塩井政利さん

しょうぶだに　　ぎょうま

こうなん防災学校

■防災対策課　☎57-8501

「もしも」に備えを！⑬

防災の
ススメ

新津波避難タワー情報

　今月号から「学んで守ろう　わが身わがまち」をスローガンに『こうなん防災学校』を誌面で開校し
ます！！防災に関する知識を学んで、さまざまな災害に対する備えを身に付けていきましょうね！！

　気象庁は、大雨や強風などによって災害が起こるおそれのあるときは「注意報」(黄色)、重

大な災害が起こるおそれのあるときは「警報」(赤色)を、さらに、重大な災害が起こるおそれ

が著しく大きいときは「特別警報」(紫色)を発表して注意や警戒を呼びかけます。

　対象となる現象や災害の内容によって下記のように6種類の特別警報、7種類の警報、

16種類の注意報を発表しています。合計はなんと29種類！たくさんあるんですね！

気象警報・注意報について

次回は、大雨や強風などの気象警報・注意報が発表される基準や時間帯の区分などを掲載します。

Ａ２赤岡町幸津波避難タワー　
■収容人数…236人
■避難階の高さ…（３階）　地上7ｍ・海抜14.0ｍ
　　　　　　　　（屋上階）地上10ｍ・海抜17.0ｍ

Ａ３赤岡町東荒津波避難タワー　
■収容人数…277人
■避難階の高さ…（３階）　地上10ｍ・海抜16.8ｍ
　　　　　　　　（屋上階）地上13ｍ・海抜19.8ｍ

ＹＳ１夜須町第６地区西部津波避難タワー　
■収容人数…350人
■避難階の高さ …地上10ｍ・海抜14.8ｍ

１

２

３

場
所
を
覚
え
て

お
い
て
ね
！

夜須支所

赤岡支所１

２

３

１限目

赤岡町赤岡町赤岡町

夜須町夜須町夜須町

　市では全21基の津波避難タワーを計画、順次建設してい
ます。この度、赤岡町と夜須町で初となる津波避難タワー合
計３基が完成しました。
　津波避難タワーは、地区防災訓練などに使用できます。日
ごろから積極的に活用し、いざというときに備えましょう。

ます。この度、赤岡町と夜須町で初となる津波避難タワー合
計３基が完成しました。
　津波避難タワーは、地区防災訓練などに使用できます。日
ごろから積極的に活用し、いざというときに備えましょう。

　市では全21基の津波避難タワーを計画、順次建設してい
ます。この度、赤岡町と夜須町で初となる津波避難タワー合
計３基が完成しました。
　津波避難タワーは、地区防災訓練などに使用できます。日
ごろから積極的に活用し、いざというときに備えましょう。

21基の津波避難タワーを計画、順次建設してい2　市では全21基の津波避難タワーを計画、順次建設は全 の津波避難タワーを計画、順次はは 基の 避 タワーを計画は全全21基の津波避難タワ を津波避難タ 計はで 波避難タ 順次建設波市 避難タ を津波避難市では全21基の津波避難タワーを計画、順次建設してい

新しい津波避難タワー

が完成しました！
新しい津波避難タワー

が完成しました！
新しい津波避難タワー

が完成しました！
新しい津波避難タワー

が完成しました！
新しい津波避難タワー

が完成しました！

ヤ・シィパーク

それ

ぞれで使わ

れる色も決め

ら れ て い る

んだね

大雨、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮

大雨、洪水、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮

大雨、洪水、強風、風雪、大雪、波浪、高潮、雷、融雪、
濃霧、乾燥、なだれ、低温、霜、着氷、着雪

特別警報

警　報

注意報
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第１回香南市長杯ラージボール卓球大会
卓球でレクリエーション

　　１０月３１日(土)お菓子づくり愛好家の上田美穂さん(香我美町)の

指導で、絵本に出てくるお菓子づくり教室が香我美市民館で、開催

されました。町内の小学生１０人が参加。まずは『からすのパンやさん』

の大型絵本の読み聞かせで想像を膨らませました。そしてハロウィン

のカボチャオバケやウサギ、アンモナイト、クラゲなどさまざまな形の

パンをそれぞれの自由な発想で作りました。

　　子どもたちはできあがったパンを手に「早く食べたーい」「でも、もっ

たいなーい」と歓声をあげ、パン屋さんを楽しみました。

パンづくりにチャレンジ！

▲焼きあがったパンに顔を描いていきます

　 １０月２４日(土)野市総合体育館で第１回香南市長杯ラージボー

ル卓球大会が開催されました。

　　ラージボール卓球は通常の卓球に比べ、ボールが大きくて軽く、

ネットも高くするなど、高齢者や卓球初心者にも球のスピードなどに

対応しやすい工夫がされているため、健康維持にもぴったり。

　　この日は四国・中国・近畿から１５０組３００人の愛好者が参加。若

者から８６歳までが男女ペアで熱戦を繰り広げながら、交流を深め

ていました。 ▲ラージボール卓球は生涯スポーツとして人気があります

絵本にでてくる　お菓子づくり

の大型

カボ

ンを

子ど

いな

の大

のカ

パン

　　

たい

ま のち
運 会動

香南市内で行われた、笑顔

集まる「まちの運動会」

を紹介します！

　平成２７年度　
吉川町民運動会会

１０
25／

あともうちょっと！！

くるしぃ～

　第50回　
夜須町民運動会動会

１０
25／

伝言板

香　南　市　役　所 香南市の取り組みや事業を
紹介するコーナーです

　　市では、健康のための運動習慣としてウォーキングを勧

めており、今後、市内のウォーキングマップを作成する予定

です。

　　それに先駆け、このたび「ウォーキング手帳」を作りまし

た。　内容は、ウォーキングをするときの注意点や準備運

動・整理体操などの情報や、ウォーキングの「記録ページ」、

歩いた歩数を累積してお遍路気分で高知のお寺を巡る

「歩数累計表」を掲載しています。日頃のウォーキングに活

用して下さい。

　　希望者には、健康対策課

（赤岡保健センター）でお渡し

しています。なお、市ホームペー

ジからもダウンロードできます。

健康対策課　　☎５７‐７５１６ウォーキング手帳ができました
地域支援課　　☎５７‐８５０３市営バスのバス停変更と路線を

　　一時変更します(野市町)
　　野市町内下水道工事に伴い道路(県道３６４号)が通行

止めになるため、市営バス路線を一部迂回させます。

 これに伴い、「龍河洞通」「野市東町」のバス停の利用も

下記の通り変更となります。期間中大変ご不便をおかけ

いたしますが、ご理解の程よろしくお願いいたします。

【期　間】

平成２７年１２月１日（火）～平成２８年３月３１日（木）まで

●とさでん交通バスも当工事に伴い、迂回します。詳しく

はとさでん交通株式会社まで（☎０５７０-088-103）
（赤岡保健センタ ）でお渡し

しています。なお、市ホームペー

ジからもダウンロードできます。

高知県功労者表彰を受賞されました

～高知県文化環境功労者表彰～

香我美町文化協会

～高知県功労者(保健衛生関係)～

中村ささみさん(野市町)

　　昭和５０年に設立。地域で文化祭をはじめ芸術

に触れる機会を設け文化の振興を図るとともに、

岡本弥太を顕彰した文芸賞の創設や地元小学

生と伝統芸能を動画紙芝居で伝承するなど、幅

広い活動が評価されました。

　　長年、看護師として医療に

携わられ、(社)高知県看護協

会会長など医療関係団体の

要職を歴任。

　　また、小児救急電話相談

「こうちこども救急ダイヤル」

を実施。子どもを持つ家庭の

身近な支援者として、適切な

助言や指導を行う相談体制

の整備に貢献し、地域医療の

ために尽力されました。

～高知

香

昭和５０年

～高

中

長年 看護

香南市
役所

日和崎
石油

①龍河洞通り→のいち駅前へ移設
②野市東町→黒岩歯科東へ移設

バス停

野市
東町

バス停

龍河洞通×

×

ドラッグ
ストア

のいち駅

臨時
バス停

龍河洞通

臨時
バス停
野市
東町

迂回路迂回路迂回路

通行止め区間
時間…8:30～17:00(日曜除く)
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Information
１２
月
の

Information

お問い合わせは
　こちらまで！

56-0511

57-8500

57-8501

57-8502

57-8503

57-8504
57-8505

57-8506

57-8507

57-8508

57-8510

57-8512

57-8515

57-8513

57-7536

55-3111

57-7516

55-3600

55-3121

57-7520

55-0525

55-2111

57-7517

57-7518

57-7519

55-3141

　

57-7521

57-7524

57-7522

57-7523

54-2296

　

57-8509

56-1056

55-2143

54-2121

55-4141

　市役所（本庁)

　総　務　課

　防災対策課

　企画財政課

　地域支援課

　税務収納課
　　　　（税務係）

　　　　（収納係）

　市民保険課

　人　権　課

　環境対策課

　高齢者介護課

　上下水道課

　会　計　課

　議会事務局

　住宅管財課

　赤 岡 支 所

　健康対策課

　赤岡市民館

　吉 川 支 所

　商工水産課

　吉川総合センター

　香我美支所

　農　林　課

　建　設　課

　農業委員会

　夜 須 支 所

 【教育委員会】　

　学校教育課

　こうなん学校給食センター

　こ ど も課

　生涯学習課

　文化財センター

 【公民館施設】　

　福祉事務所

　野市中央公民館
　（のいちふれあいセンター）
　香我美市民館

　夜須中央公民館

　香 南 消 防

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容

　
　

高
齢
者
宅
へ
の
訪
問
、
相
談
業

務
、介
護
予
防
業
務
等

■
職
種　

保
健
師
、看
護
師
、社
会

福
祉
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

■
採
用
人
数　

1
人

■
勤
務
時
間

　　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
雇
用
期
間

　　
１
月
４
日(

月)

〜
３
月
31
日(

木)

■
申
込
方
法

　　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
・
写
真
貼

付
）
、
資
格
証
写
し
を
持
参
、ま
た

は
郵
送
。書
類
選
考
の
後
、面
接
日

時
を
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
締
切　

12
月
18
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
同
日
必
着

　
　

勤
務
条
件
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

高
齢
者
介
護
課

■
日
時　

28
年
１
月
18
日
（
月
）・
２

月
１
日
（
月
）・
２
月
15
日
（
月
）・
２

月
29
日
（
月
）・
３
月
14
日
（
月
）の

全
５
回
、18
時
15
分
〜
19
時
45
分

■
場
所　

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
１
階　
ふ
れ
あ
い
室

■
対
象

　　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
講
師　

パ
オ
ロ
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ

（
政
府
認
定
イ
タ
リ
ア
語
教
育
資

格
取
得
）

■
定
員　

15
人

■
受
講
料　
１
，０
０
０
円

　
　

一
級
小
型
船
舶
免
許
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
習
お
よ
び
二
級
小
型
船

舶
免
許
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
こ
と
し
は
学
科
の
み
香
南
市
内

で
実
施
し
、実
技
は
土
佐
市
の
オ
ー

シ
ャ
ン
マ
リ
ー
ナ
で
行
い
ま
す
。こ

の
チ
ャ
ン
ス
に
小
型
船
舶
免
許
を

取
り
ま
せ
ん
か
。

■
講
習
の
会
場
・
日
程

▼
学
科
試
験
講
習
／
香
南
市
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設（
シ
ー
ス
ポ
）

　　

12
月
20
日（
日
）10
時
〜
17
時

▼
実
技
試
験
講
習
／
土
佐
市
オ
ー

シ
ャ
ン
マ
リ
ー
ナ

　　

28
年
１
月
10
日（
日
）８
時
〜
17
時

▼
国
家
試
験
／
高
知
市
内

　　

28
年
１
月
15
日（
金
）９
時
〜

■
対
象　

15
歳
９
カ
月
以
上
の
方

■
定
員　

先
着
10
人

■
費
用　
６
７
，０
０
０
円

※
学
科
講
習
・
実
技
講
習
料
、身
体
検
査
料
、

免
許
申
請
手
数
料（
印
紙
）、申
請
代
行
料
含
む

■
必
要
な
も
の

　
　

写
真
２
枚
（
横
3.5
㎝　
縦
4.5
㎝
）
、

本
籍
記
載
の
住
民
票
１
通
、認
印

■
申
込
み
方
法

　
　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ま
た
は

メ
ー
ル
で
。

■
申
込
み
締
切
り

　
　

12
月
15
日
（
火
）ま
た
は
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
二
級
の
国
家
試
験
は
学
科
と
実
技
が
同

日
に
行
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。早
め
の

申
し
込
み
で
同
日
受
験
が
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。
申
込
み

が
早
い
順
に
受
験
申
請
を
行
い
ま
す

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　
Y
A
S
U
海
の
駅
ク
ラ
ブ

　　


57
ー
1
8
5
5

　　　

50
ー
4
0
9
5

■
メ
ー
ル

yasu-um
inoeki@

m
d.pikara.ne.jp

　
　

人
に
は
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ

ど「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を
言
い
そ
び

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
ん

な
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を
１
枚
の
は

が
き
に
託
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

入
賞
者
に
は
賞
金
等
を
贈
呈
。

■
募
集
規
定

　
　

市
販
の
は
が
き
を
使
用
し
、
200

字
以
内
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。文

字
、イ
ラ
ス
ト
等
、表
現
方
法
は
自

由
。
は
が
き
の
表
に
応
募
者
の
氏

名
、
住
所
、
連
絡
先
の
電
話
番
号
、

年
齢（
未
記
入
可
）を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。応
募
数
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、は
が
き
１
枚
に
つ
き
応
募

作
品
は
１
点
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
紙
面

で
公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
際
に

応
募
者
の
氏
名
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

名
、年
齢
を
併
せ
て
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
公
表
を
希
望
し
な
い
場
合
は

「
公
表
不
可
」と
記
入
し
て
く
だ
さ
い

■
募
集
締
切
り　

12
月
31
日（
木
）

※
当
日
消
印
有
効

■
表
彰
式

　　

28
年
２
月
中
旬
ご
ろ
予
定

■
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ

　　

〒
783
ー
0
0
1
1　
南
国
市
後
免

町
二
ー
三
ー
一

　
　

ハ
ガ
キ
で
ご
め
ん
な
さ
い
実
行

委
員
会
事
務
局（
よ
っ
て
こ
広
場
内
）

　　


0
8
0
ー
2
9
8
8
ー
9
7
2
1

（
吉
本
）

　　


0
9
0
ー
7
5
7
2
ー
7
6
1
2

（
武
田
）

※
電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、土
・
日
曜

日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
平
日
９
時
〜
17
時

R
募 集

recruitment

募 集

（
11
月
号
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
）
初
心
者
な
の
で
す
が
姿
勢
を
改
善
す
る
た
め
に
も
バ
レ
エ
を
習
い
た
く
応
募
し
ま
し
た
！
是
非
体
験
し
て
み
た
い
で
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

■
物
件
・
戸
数

▼
公
営
住
宅
・
改
良
住
宅

　
●　

世
帯
向
け
…
赤
岡
町
４
戸
、
香

我
美
町
２
戸
、吉
川
町
３
戸

　
●　

単
身
者
向
け
…
夜
須
町
１
戸

▼
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
●　

世
帯
向
け
…
香
我
美
町
１
戸

　
●　

単
身
者
向
け
…
夜
須
町
４
戸

■
申
込
み
方
法

　　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
提
出
。

■
募
集
案
内
・
申
込
書
の
配
布
期

間
・
配
布
場
所

　　

12
月
１
日(
火)
〜
11
日(

金)

　
　

市
役
所
住
宅
管
財
課
・
市
役
所

市
民
保
険
課
・
各
支
所

■
申
込
受
付
期
間

　　

12
月
10
日(

木)

・
11
日(

金)

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
住
宅
管
財
課

　　

香
南
市
に
は
中
世
の
歴
史
や
文

化
を
伝
え
る
文
化
財
が
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
ま
す
。鎌
倉
時
代
か
ら
室

町
時
代
に
か
け
て
の
史
跡
を
バ
ス

で
巡
り
、
仏
像
や
石
造
物
な
ど
を

訪
ね
ま
す
。

※
500
〜
600
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
き
ま
す
の
で
、

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

■
日
時　
１
月
24
日
（
日
）９
時
集

合
、16
時
解
散

■
集
合
場
所　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
駐
車
場

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
優
先

■
講
師　

濱
田
眞
尚
（
香
南
市
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
）　　

■
定
員　

14
人

■
受
講
料　

500
円

■
持
ち
物　

筆
記
用
具
・
飲
み
物
・

か
さ（
雨
天
の
場
合
）・
昼
食

※
昼
食
の
お
弁
当
は
500
円
で
受
け
付
け

■
申
込
締
め
切
り　
１
月
15
日（
金
）

■
申
込
み　

野
市
中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　　


54
ー
2
2
9
6

　
　

第
１２
回
「
ハ
ガ
キ
で
ご
め
ん

　
　

な
さ
い
」
作
品
大
募
集
！！

市
営
住
宅
入
居
者

二
級
小
型
船
舶
免
許
講
習

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

臨
時
職
員

FAX

■
持
ち
物　

筆
記
用
具

■
申
込
締
め
切
り　
１
月
12
日（
火
）

※
１
月
６
日（
水
）ま
で
に
定
員
に
達
し
な
い

場
合
は
市
外
の
方
も
可

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

野
市
中
央
公
民
館

平成２７年度

固定資産税　第３期

国民健康保険税　第６期
の納期限は

１２月２５日（金）です。
期限内の納付をお願いします。

▼詳細は市議会事務局
　　　　　　57－8513 まで

●一般質問
　　１２月３日(木)・４日(金)・７日(月)

●議案質疑・付託・委員会審査
　　１２月８日(火)・９日(水) 

●閉　　会　　１２月１５日(火)

１２１２月定例議会
の主な予定

　
香
南
の
仏
像
と

　
石
造
物
を
た
ず
ね
て

　
　

は
じ
め
て
の

　
　

イ
タ
リ
ア
語
講
座

夜須中央公民館夜須中央公民館　催し案内催し案内夜須中央公民夜須中央公民館 催し案内催し案内夜須中央公民館◆催し案内

申込みは夜須中央公民館へ直接、または電話
（５４‐２１２１）で。詳しくはチラシをご覧ください。

■日時　28年1月31日（日）
　　　　　　　14：00～16：00

■場所　夜須中央公民館　2階　大研修室

■対象　小学生以上で市内在住、在勤、在学の方

※小学生は保護者同伴。１２月１１日（金）まで

　　に定員に満たない場合は市外の方も可

■定員　12人　　　　　■受講料　1,000円

■講師　村上　薫（心晴雑貨店）

■申込み締切り　28年1月17日（日）

ナチュラルリップ
クリームを作ろう！

レジンでキーリング
　作り教室

■日時　28年1月24日（日）13：30～15：00

■場所　夜須中央公民館　2階　大研修室

■対象　４歳以上で市内在住、在勤、在学の方

※小学生以下は保護者同伴。１２月１３日（日）まで

　　に定員に満たない場合は市外の方も可

■定員　20人　　　　　■受講料　1,100円

■講師　生原　佳志美（Salon de Ritz）

■申込み締切り　28年1月19日（火）

■持ち物　ハサミ、ボールペン

せっけんでデコパージュ教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■日時　28年1月30日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：00～11：30

　　　　　　　　　■場所　夜須中央公民館　2階　大研修室

　　　　　　　　　■対象　小学生以上で市内在住、在勤、在学の方

　　　　　　　　　　　※小学3年生以下は保護者同伴。１２月１３日（日）
　　　　　　　　　　　　　までに定員に満たない場合は市外の方も可

■定員　20人　　　　　　■受講料　1,000円

■講師　岡　栄美　　　　　　■申込み締切り　28年1月21日（木）

最
適
で
す
♪

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も

階 大研修室

グ お気に入りの押し花で
オリジナルキーリングを作りま

せんか？革のタグにイニシャルを
入れることもできますよ♪

■

■

　　　

■定員 20人

♪も

100円

Ritz）

）

ナ
ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

天然素材を使って
作るリップクリームは、

心にも体にもとっても優
しく付け心地抜群！
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I

　　

今
年
度
の
が
ん
検
診
を
受
診
し

て
い
な
い
方
を
対
象
に
、が
ん
検
診

を
実
施
し
ま
す
。

　　

高
知
市
や
南
国
市
な
ど
の
香
南

市
以
外
の
会
場
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
受
診
会

場
を
決
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。実
施
日
は
28
年
１
月
か
ら
３
月

で
す
。
詳
細
は
高
知
県
総
合
保
健

協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　
　

高
知
県
内
に
住
所
の
あ
る
次
の

年
齢
の
方
の
う
ち
、
平
成
27
年
度

（
27
年
４
月
１
日
〜
）に
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い
方

▼
肺
が
ん
検
診
・
胃
が
ん
検
診
・
大

腸
が
ん
検
診　

40
歳
以
上
の
男
女

▼
乳
が
ん
検
診　
40
歳
以
上
の
女
性

▼
子
宮
頸
が
ん
検
診　

20
歳
以
上

の
女
性

■
申
込
み
受
付
け

　　

12
月
14
日（
月
）〜

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
知
県

総
合
保
健
協
会（
専
用
回
線
）

　　


0
8
8
ー
8
3
1
ー
4
3
5
1

　　


0
8
8
ー
8
3
3
ー
4
8
9
2

　　


0
8
8
ー
8
3
3
ー
4
6
6
8

　　

乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

の
受
診
を
希
望
す
る
方
は
ご
予
約

く
だ
さ
い
。検
診
は
無
料
で
す
。

■
対
象

　
　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
（
年
度

末
年
齢
）の
女
性
で
、昨
年
度
香
南

市
の
実
施
す
る
乳
が
ん
検
診
を
受

診
し
て
い
な
い
方

■
場
所
・
日
程

▼
香
我
美
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　　

28
年
１
月
13
日（
水
）〜
15
日（
金
）

▼
吉
川
総
合
セ
ン
タ
ー

　　

28
年
１
月
25
日（
月
）

▼
夜
須
大
峰
の
里

　　

28
年
１
月
20
日（
水
）・
21
日（
木
）

▼
赤
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　　

28
年
１
月
26
日（
火
）

▼
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　

28
年
２
月
３
日
（
水
）
〜
５
日

（
金
）、9
日（
火
）・
10
日（
水
）

■
時
間　
い
ず
れ
も
９
時
〜
11
時
、

13
時
〜
14
時

※
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
15
時
ま
で

■
申
込
み
受
付
け

　　

12
月
１
日（
火
）〜

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
健
康
対
策
課

　　

国
民
年
金
の
加
入
中
等
に
初
診

日
が
あ
る
病
気
や
け
が
な
ど
で
障

害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、障
害
認

定
日
（
初
診
日
か
ら
１
年
６
カ
月

を
経
過
し
た
日
、ま
た
は
そ
の
期

間
内
に
症
状
が
固
定
し
た
日
）に

お
い
て
、障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は

２
級
に
該
当
し
た
場
合
は
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　　

た
だ
し
、初
診
日
の
前
日
に
お
い

て
、
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う

ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
免
除

期
間
（
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
・

学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）
を

合
わ
せ
た
期
間
が
３
分
の
２
以
上

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
初
診
日
が
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前
に

あ
る
と
き
は
、特
例
と
し
て
初
診
日
の
前
々

月
ま
で
の
直
近
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未

納
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

　
　

な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ

る
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
方
は
、障
害
等
級
の
１

級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
れ
ば
20

歳
か
ら（
障
害
認
定
日
が
20
歳
以

後
の
場
合
は
障
害
認
定
日
か
ら
）

受
給
で
き
ま
す
。た
だ
し
、
本
人
に

一
定
額
以
上
の
所
得
や
他
年
金
の

受
給
が
あ
る
場
合
、
支
給
が
制
限

さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　
　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
（
７
８
１
，０
０
０
円
・
平
成
27

年
度
）が
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
や

学
生
納
付
特
例
が
認
め
ら
れ
た
期

間
を
含
む
）が
25
年
以
上
な
け
れ

ば
、年
を
取
っ
て
か
ら
年
金
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

任
意
加
入
制
度
は
、
60
歳
ま
で

に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い

方
や
、
受
給
資
格
期
間
は
満
た
し

て
い
て
も
、
未
納
や
未
加
入
期
間

が
あ
る
た
め
減
額
と
な
る
年
金
を

よ
り
満
額
に
近
づ
け
た
い
と
い
う

方
の
た
め
に
、
60
歳
以
降
も
引
き

続
き
65
歳
ま
で
国
民
年
金
に
加
入

で
き
る
制
度
で
す
。

　
　

な
お
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
は
、65
歳
ま
で
に
受

給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ
た

場
合
、
特
例
的
に
70
歳
ま
で
延
長

し
て
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。た
だ
し
、任
意
加
入
の
方
に

は
免
除
制
度
は
適
用
さ
れ
ず
、
必

ず
保
険
料
を
口
座
引
き
落
と
し
に

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、高
校
や
大

学
等
へ
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
に
し

た
、公
的
融
資
制
度
で
す
。融
資
対

象
の
学
校
と
、利
用
で
き
る
世
帯
の

年
収
に
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
融
資
限
度
額

　　

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
350
万
円

■
利
率　

年
２
・
０
５
％

■
返
済
期
間　

15
年
以
内

■
問
い
合
わ
せ

　
　

日
本
政
策
金
融
公
庫
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　　


0
5
7
0
ー
0
0
8
ー
6
5
6

　
　

研
修
受
入
農
家
の
指
導
の
も

と
、
露
地
野
菜
や
施
設
野
菜
な
ど

を
作
り
、農
業
研
修
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

香
南
市
に
お
け
る
新
規

就
農
希
望
者
で
、
研
修
終
了
後
、

市
内
で
就
農
す
る
こ
と
が
確
実
な

20
歳
以
上
61
歳
未
満
の
人

■
募
集
期
間

　　

12
月
10
日（
木
）〜
18
日（
金
）

■
研
修
期
間

　　
１
年
以
上
２
年
以
内

※
研
修
日
数
は
月
20
日
以
上

■
研
修
補
助
金

　　

月
額
１
５
０
，０
０
０
円
以
内

■
応
募
方
法

　
　

新
規
就
農
研
修
申
込
書
、誓
約

書
、履
歴
書
、納
税
証
明
書
ま
た
は

課
税
証
明
書
、
作
文
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
配
布
・
申
込
み
・
問
い
合

わ
せ　　

市
役
所
農
林
課

　　

青
年
就
農
者
の
確
保
お
よ
び
育

成
を
図
る
た
め
、
就
農
直
後
の
青

年
就
農
者
に
対
し
て
給
付
金
を
給

付
し
ま
す
。応
募
資
格
な
ど
、詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
（
次
の
要
件
を
全
て
満

た
し
て
い
る
こ
と
）

①
45
歳
未
満
で
、
22
年
４
月
以
降

に
独
立
・
自
営
就
農
し
て
い
る

　
『
独
立
・
自
営
就
農
と
は
』…

　
●　

自
己
所
有
地
ま
た
は
３
親
等
以

　　

外
か
ら
の
借
入
地
で
主
に
経
営

　　

を
し
て
い
る

　
●　

主
要
な
施
設
・
機
械
を
所
有
ま

　　

た
は
契
約
に
よ
り
借
り
て
い
る

　
●　

自
分
名
義
で
出
荷
・
販
売
し
て

　　
い
る

　
●　

経
営
収
支
を
自
分
名
義
の
通
帳

　　

お
よ
び
帳
簿
で
管
理
し
て
い
る

　
●　

農
業
に
対
し
強
い
意
欲
を
持
ち
、

　　

農
業
経
営
に
関
し
て
主
宰
権
を

　　

有
し
て
い
る

②
就
農
５
年
後
ま
で
に
、
農
業
で

生
計
が
成
り
立
つ
計
画
で
あ
る

③
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る（
見
込
ま
れ
て
い
る
）

④
生
活
費
の
確
保
を
目
的
と
し
た

国
の
事
業
に
よ
る
給
付
を
受
け
て

い
な
い

⑤
経
営
を
継
承
す
る
場
合
は
、そ

の
経
営
に
従
事
し
て
５
年
以
内
に

継
承
し
、経
営
を
開
始
し
て
い
る

⑥
認
定
新
規
就
農
者
の
人
（
見
込

ま
れ
て
い
る
）

■
給
付
金
額

　
　

年
間
150
万
円
以
内
（
夫
婦
で
就

農
の
場
合
は
年
間
225
万
円
）

■
募
集
期
間

　　

12
月
10
日（
木
）〜
18
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
農
林
課

い
つ
も
楽
し
く
見
て
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
人
や
、
参
加
し
た
行
事
な
ど
が
載
っ
て
い
る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
写
真
が
多
く
て
良
い
で
す
ね
。 

い
つ
も
読
む
だ
け　
↓
（
左
ペ
ー
ジ
へ
）

広

報

へ

の

ご

意

見

↓
　

で
す
が
、
今
回
気
に
な
っ
て
い
た
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
の
体
験
レ
ッ
ス
ン
券
だ
と
知
っ
て
初
め
て
応
募
し
て
み
ま
し
た
。
当
た
る
と
い
い
な
〜
と
来
月
号
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

N
年 金

Nat iona l
P en s ion

年 金

　
　
　

国
民
年
金
に
は
任
意

　
　
　

加
入
制
度
が
あ
り
ま
す

広告

ご
存
じ
で
す
か
？
障
害
年
金

国
の
教
育
ロ
ー
ン

H
健 康

H e a l t h

健 康

乳
が
ん
検
診
予
約
受
付
開
始

　
　

今
年
度
ま
だ
が
ん
検
診
を

　
　

受
け
て
い
な
い
皆
さ
ん
へ

A
農 業

agriculture

農 業

青
年
就
農
給
付
金

新
規
就
農
研
修
生

　　　　　　　　　離農や規模縮小でハウスを

撤去したいがまだまだ使える物件、また、ハウス付

きの農地として誰かに貸したいなど、内容・条件な

どさまざまだと思いますが、こうした情報が地域に

ありましたらぜひお知らせください。

　園芸用ハウス整備事業
　現在建っているハウスの解体・運搬・施工、ハウス
本体の改良、被覆資材等を除く附帯設備など補助対
象経費（450万円／10a）の半額程度を補助。

　農業委員会での利用権設定
　ハウスを含む農地の所有者がその物件を借りたい
人と賃借料や貸借期間などの条件が整った際に、公
的機関である農業委員会を通して契約する。

■問い合わせ／市役所農林課　57-7517

　　新規就農者や規模拡大さ

れる農業の施設確保などの

ため、園芸用ハウスの中古

物件の情報を集めています。

中古ハウスを移設して再活用例１

ハウス付き農地として貸し出し例２

▲
▲

　

れ

た

物

園芸用

中古ハウ
スの

物件情
報求む！

E
教 育

education

教 育

役
所
農
林
課
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Information

　　

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
準
と

な
る
日
は
１
月
１
日
で
す
。

　
　

今
年
中
に
家
屋
を
新
築
・
増
築

し
た
り
、
既
存
の
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
税
務
収
納
課
資
産

税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
宅
地
に
つ
い
て
次
の
区
分
が
あ

り
ま
す

【
住
宅
用
地
】住
宅
用
地
に
は
税
負

担
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

▼
小
規
模
住
宅
用
地

　
　

200
㎡
以
下
の
住
宅
用
地
（
200
㎡

を
超
え
る
場
合
は
住
宅
１
戸
当
た

り
200
㎡
）を
小
規
模
住
宅
と
い
い
、

課
税
標
準
額
が
価
格
の
６
分
の
１

に
な
り
ま
す
。

▼
一
般
住
宅
用
地

　　

小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅

用
地
で
、
課
税
標
準
額
が
価
格
の

３
分
の
１
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、家

屋
の
床
面
積
の
10
倍
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、
併
用
住
宅
の
場

合
は
一
定
の
率
を
乗
じ
た
面
積
だ

け
が
特
例
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
非
住
宅
用
地
】　

非
住
宅
用
地
に

は
特
例
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

倉
庫
な
ど
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
家
屋
の
評
価
が
な
く
な
り
税

額
は
下
が
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
住
宅
を
取
り
壊
し
た

場
合
、
家
屋
の
税
額
は
下
が
り
ま

す
が
、宅
地
は
非
住
宅
用
地
と
な
っ

て
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、
課
税
標

準
額
が
上
が
る
こ
と
に
な
り
、税
額

が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
新
築
住
宅
に
は
減
額
措
置
が
あ

り
ま
す

【
減
額
措
置
と
は
】

　　

居
宅
や
併
用
住
宅
を
新
築
し
た

と
き
は
、一
定
期
間
、次
の
要
件
で

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
　

対
象
は
居
住
部
分
と
な
っ
て
お

り
、
併
用
住
宅
で
は
居
住
部
分
の

割
合
が
２
分
の
１
以
上
の
も
の
に

限
ら
れ
ま
す
。ま
た
、床
面
積
が
50

㎡
（
一
戸
建
て
以
外
の
貸
家
住
宅

は
40
㎡
）
以
上
、280
㎡
以
下
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　　

対
象
面
積
は
居
住
部
分
の
120
㎡

と
な
り
、
120
㎡
ま
で
の
住
宅
は
全

面
積
を
、
120
㎡
を
超
え
る
住
宅
は

120
㎡
分
を
減
額
し
ま
す
。

　
　

減
額
さ
れ
る
額
は
、
税
額
の
２

分
の
１
、
減
額
さ
れ
る
期
間
は
、
一

般
の
住
宅
は
新
築
後
３
年
間
、
長

期
優
良
住
宅
は
新
築
後
５
年
間

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
税
務
収
納
課

　
　

平
成
27
年
中
に
納
付
さ
れ
た

国
保
税
や
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の
納
付

確
認
書
を
、
市
役
所
税
務
収
納

課
、
市
役
所
市
民
保
険
課
お
よ
び

各
支
所
等
で
発
行
し
ま
す
。
確
定

申
告
等
で
必
要
な
方
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
　

申
請
の
際
、
認
め
の
印
鑑
と
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の（
運
転
免
許

証
・
保
険
証
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
税
務
収
納
課

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　
　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、所
得
の
低
い
方
々
へ
の
負
担
の

影
響
を
考
慮
し
て
、
臨
時
福
祉
給

付
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　
　

27
年
１
月
１
日
時
点
で
香
南
市

に
住
民
票
が
あ
り
、
27
年
度
分
の

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
に
な
っ

て
い
る
方
や
、生
活
保
護
の
受
給
者
の
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

■
支
給
額　

一
人　
６
，０
０
０
円

■
申
請
期
限

　　

28
年
２
月
１
日
ま
で

※
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
申
請
受
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
。支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方

で
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す

■
申
請
先

　　

市
福
祉
事
務
所
、各
支
所

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
福
祉
事
務
所

　　

全
国
で
公
園
遊
具
の
不
具
合
に

よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
　

建
設
課
で
は
、
当
課
の
管
理
す

る
公
園
遊
具
の
点
検
を
行
っ
て
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

た
め
に
も
、
公
園
遊
具
な
ど
に
関

し
て
気
づ
い
た
点
が
あ
れ
ば
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
建
設
課

　
　

例
年
、
年
末
年
始
は
交
通
量

が
増
加
し
、
死
亡
事
故
な
ど
重
大

事
故
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
年
末
年
始
の

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
高
齢
歩
行
者
・
自
転
車
の
皆  

さ
ん
へ

 
 

通
り
慣
れ
た
道
で
も
安
全
を
確

か
め
る
習
慣
を
つ
け
、
特
に
、
道
路

を
渡
る
時
に
は
左
右
の
安
全
を
確

か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

日
暮
れ
が
早
い
季
節
で
す
。
夕

方
・
夜
間
の
外
出
時
は
、反
射
材
や

懐
中
電
灯
を
利
用
し
、交
通
事
故

か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　
　

高
知
県
警
で
は
、「
ピ
ッ
カ
リ
運

動
（
常
時
ラ
イ
ト
点
灯
運
動
）
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。こ
の
運
動
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
が
昼
間
に
車
を
運
転
す
る
際
、

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
走
行
す
る
こ

と
で
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ご

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　　
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

が
率
先
し
て
昼
間
も
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

（
高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美

55
ー
0
1
1
0
）

　
　

慌
た
だ
し
い
年
の
暮
れ
が
迫
っ

て
き
ま
し
た
。

　
　

例
年
、年
末
年
始
は
歳
末
大
売

り
出
し
や
初
詣
・
旅
行
や
帰
省
ラ
ッ

シ
ュ
等
と
各
地
で
人
出
が
増
加
し
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、お

金
を
持
ち
歩
く
機
会
も
多
く
な
る

こ
と
か
ら
、そ
れ
に
伴
う
思
わ
ぬ
事

件
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
空
き
巣
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に

　　

ち
ょ
っ
と
の
外
出
で
も
鍵
か
け
を
。

▼
ス
リ
・
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に

　　

貴
重
品
は
し
っ
か
り
と
持
つ
！

▼
特
殊
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に

　　

あ
わ
て
ず
！
あ
せ
ら
ず
！
事
実

確
認
を
！！

▼
事
故
防
止
の
た
め
に

　
　

年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
人

混
み
で
は
後
ろ
か
ら
押
し
た
り
、割

〝
や
り
ゆ
う
で
ぇ
〞の
「
シ
ョ
ウ
ガ
は
し
ょ
う
が
な
い
ば
あ
体
に
え
い
ぜ
よ
」
楽
し
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
煮
物
・
酢
物
色
々
な
料
理
に
挑
戦
し
て
、冬
を
暖
か
く
過
ご
し
た
い
で
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

※
市
内
在
住
者
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

り
込
み
等
の
事
故
に
つ
な
が
る
よ

う
な
危
険
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　

こ
し
と
も
、
香
南
地
区
地
域
安

全
協
議
会
の
地
域
安
全
活
動
に
ご

参
加
、ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。来
年
も
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
活

動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
香
南
警
察
署
内
・
香
南
地
区
地
域

安
全
協
議
会
地
域
安
全
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
長
田
麻
紀

55
ー
0
1
1
0
）

O
その他その他

o t h e r s

W
福 祉

W e l f a r e

福 祉

P
香南警察署香南警察署

police station

　

年
末
年
始
の
防
犯
対
策
や

　

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

固
定
資
産
税
の
届
け
出

T
税 金

T  a  x

税 金

　
　

社
会
保
険
料
の

　
　

納
付
確
認
書
発
行
に
つ
い
て

　
　
　

公
園
遊
具
の
異
変
に

　
　
　

気
づ
い
た
ら
ご
連
絡
を

排水結果
（平成２７年１０月分）

　市とルネサス セミコンダクタ マニュファ

クチュアリング 株式会社 高知工場が締結

している、公害防止協定書による工場の

排水検査結果を報告します。

項　目 単位 目標値 測　定　値

工　

場　

排　

水

排 出 量

水 温

水 素 イ オ ン

生物化学的酸素
要 求 量 ( B O D )

浮遊物質量(SS )

ノルマルヘキサン
抽出物質含有量

銅 含 有 量

ふっ素およびその化合物

シ ア ン 化 合 物

鉛およびその化合物

ヒ素およびその化合物

クロ ム 含 有 量

ｍ３/D

℃

PH

ｍｇ/ｌ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

－

－

5.8～8.6

20以下

25以下

5以下

1以下

8以下

（1以下）

0.1以下

（0.1以下）

（2以下）

1,519

25.3

7.4

1,728

24.3

7.0

1,337

24.5

7.3

1,616

25.2

7.1

3.5

1.0未満

0.5未満

0.01

2.2

0.1未満

0.002未満

0.005未満

0.02未満

※排出量、水温、水素イオン濃度は、第１～第４週の水曜日に
　検査した数値です
※目標値とは、公害防止協定書による目標値です
※目標値（　　）内は、国の基準です
※この水質検査は毎月行われています
　結果については、紙面の都合上３カ月に一度掲載します

　
　
　

臨
時
福
祉
給
付
金
の

　
　
　

申
請
は
お
済
み
で
す
か

65歳以上
のドライバーの皆さん、
昼間でもライトをつけて

　運転しよう！　車から降りる
　時はライトの消し忘れに

ご注意を！　　　　　ご注意を！ 　 　　

　
　
　
　

年
末
年
始
の

　
　
　
　

交
通
事
故
を
防
ご
う

　
　

寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
た
。
実
は

嫌
い
な
季
節
だ
が
、子
ど
も
の
頃
に

２
つ
だ
け
楽
し
い
思
い
出
が
あ
る
。

　　

ひ
と
つ
は
雪
。ほ
と
ん
ど
降
ら
な

い
か
ら
、降
っ
た
と
き

は
庭
駆
け
回
る
犬
の

よ
う
に
喜
ん
で
雪
で

遊
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。

手
が
か
じ
か
ん
で
痛

く
な
っ
て
も
雪
を
か
き
集
め
、
泥
か

雪
か
わ
か
ら
な
い
塊
を
２
つ
作
っ
て

は
雪
だ
る
ま
と
称
し
て
誇
ら
し
げ

に
親
に
見
せ
た
り
し
た
。近
ご
ろ
は

温
暖
化
か
何
か
で
雪
が
積
も
っ
た

記
憶
が
無
い
が
…
。

　
　

も
う
ひ
と
つ
は
川
が
干
上
が
る

と
き（
通
称
川
干
）。河
川
の
清
掃
の

た
め
に
人
工
的
に
川
の
水
を

せ
き
止
め
て
い
る
な
ん
て
こ
と

は
全
然
知
ら
な
い
子
ど
も
は
、

川
の
生
き
物
が
簡
単
に
捕
れ

る
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。
学
校

か
ら
帰
る
な
り
ズ
ボ
ン
を
ま
く
り

上
げ
、網
と
バ
ケ
ツ
を
矛
と
盾
の
よ

う
に
勇
ま
し
く
掲
げ
、流
れ
の
な
い

水
た
ま
り
へ
突
入
し
た
も
の
だ
。

　　

人
間
界
と
自
然
界
の
境
界
線
が

こ
の
と
き
だ
け
は
取
り
払
わ
れ
、圧

倒
的
有
利
な
状
況
で
捕
獲
し
て
い

く
高
揚
感
は
今
も
忘
れ
得
な
い
。

　
　

時
は
経
て
現
在
。
川
も
様
変
わ

り
し
て
生
き
物
も
自
分
の
幼
少
時

よ
り
少
な
く
な
っ
た
だ
ろ
う
…
と

思
っ
て
い
た
。
子
ど
も
と
夜
に
懐
中

電
灯
で
川
を
照
ら
し
魚
を
探
す
の

が
最
近
の
我
が
家
の
日
課
な
の
だ

が
、い
る
わ
い
る
わ
水
生
生
物
の
玉

手
箱
や
と
言
わ
ん
ば
か
り
数
百
匹

の
魚
の
群
れ
。フ
ナ
や
ハ
ヤ
の

群
れ
に
５０
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ナ
マ

ズ
。な
に
よ
り
驚
い
た
の
が
鮎

が
い
る
の
だ
。
清
流
の
象
徴
、

鮎
。そ
れ
が
、
国
道
沿
い
の
小

さ
な
川
を
時
に
飛
び
跳
ね
な
が
ら

泳
い
で
い
る
の
だ
。

　
　

そ
ん
な
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
間
も
な

く
訪
れ
る
川
干
。
河
川
の
拡
幅
工

事
や
三
面
貼
り
で
あ
ま
り
水
が
た

ま
ら
な
く
な
っ
た
川
で
ど
れ
ほ
ど
の

生
物
が
生
き
残
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
　

純
粋
に
魚
を
求
め
川
へ
走
っ
て

行
っ
た
幼
少
時
代
と
は
違
う
、何
か

わ
か
ら
な
い
が
、も
や
も
や
し
た
気

持
ち
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。

　　　　　　　　　　　　　　
陸
の
ア
ザ
ラ
シ

命
の
み
ず
た
ま
り

か
わ
ひ
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